
23
2015 春 号

日本万引防止システム協会

特集号5
―― 業界で活躍する女性の紹介 ――

日本万引防止システム協会　会報　第23号

発行日：平成 27年 2 月 20日
発行人：戸田　秀雄
発　行：日本万引防止システム協会　事務局
〒 160-0004　東京都新宿区四谷 1-2-8
TEL　03-3355-2322　FAX 03-3355-2344

http://www.jeas.gr.jp/

会 員 名 簿

以上27社

【正会員】
企業・団体名
アイアンドティテック㈱
IDECシステムズ＆コントロールズ㈱
ACTUNI㈱
㈱エイジス
㈱S-Cube
NECソリューションイノベータ㈱
エム・ケー・パビック㈱
㈱岡村製作所
㈱キャトルプラン
㈱コージン
コミー㈱
㈱ジーネット
シグマ㈱
スリーエムジャパン㈱

企業・団体名
西武産業㈱
セコム㈱
セフトＨＤ㈱
高千穂交易㈱
タカヤ㈱
チェスコムアドバンス㈱
㈱チェックポイントシステムジャパン
㈱店舗プランニング
㈱トスカバノック
松尾産業㈱
ユニチカ㈱
㈱三宅
ユニパルス㈱

50音順（平成26年 6 月 3 日現在）

【賛助会員】
企業・団体名
無し

【特別会員】
企業・団体名
公益社団法人日本防犯設備協会
一般社団法人日本自動認識システム協会
一般社団法人全国警備業協会
NPO法人　全国万引犯罪防止機構
タグ＆パック事務局



あいさつ	 日本万引防止システム協会	会長	戸田	秀雄 	     1

あいさつ	 経済産業省	商務情報政策局	情報通信機器課	課長	三浦	章
たか

豪
とし

 	     3

SECURITY	SHOW	2015 について 	    4
15 分勉強会について 	    6
各地の万引防止研修会での情報提供 	    7
第 3 回 JEAS 講習会 	    7
生産性向上設備投資促進税制に関するセミナー 	    8
業界で活躍する女性の紹介（ 2）（ 3） 	    9
パブリシティ　NPO法人　全国万引犯罪防止機構の 3 つの提言 	   11
日本万引防止システム協会のご案内 	   12
日本万引防止システム協会	役職一覧・組織図 	    表 3
日本万引防止システム協会	会員名簿 	    表 4
　	 　

JEAS　News
第23号

目　　次

万引防止システム　ご相談窓口について

　日本万引防止システム協会では、EAS機器全般に関するご相談の窓口を開設しております。

　ご相談窓口では、皆様からのEAS機器に関するご質問、ご相談、苦情などをお受けしております。

　ご連絡先は、下記の日本万引防止システム協会　事務局宛となります。

【ご相談窓口】

日本万引防止システム協会	事務局

住所：〒 160-0004 東京都新宿区四谷 1 - 2 - 8 	中村ビル  4 F

電話：03-3355-2322	 ファックス：03-3355-2344

E-mail：info@jeas.gr.jp		ホームページ：http://www.jeas.gr.jp/
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　平成27年が明け、 1 ヶ月が経ちました。
　当協会は、平成14年に日本 EAS 機器協議会として設立、その後平成23年に日本万引防止システム協会に名
称変更し今日に至っています。これまでの13年間、関係省庁はじめ関連諸団体の皆様のご指導・ご支援を賜り
つつ、会員各社の協力のもと、万引防止システム関連に従事するあらゆる企業が参画する万引防止の産業団体
に成長しております。
　さて、最近の万引犯罪の状況ですが、わが国の刑法犯認知件数がここ10年で半減する中で、万引犯罪の減少
傾向は弱く全刑法犯認知件数の約10％を占めるに至っています。またその特性としても高齢者の犯罪が少年を
上回る社会的問題化や組織的万引で高額被害事案が増加するなど、万引犯罪の複雑化、悪質化が目立ってきて
います。この状況を踏まえ、平成26年版犯罪白書は、万引犯罪が大きくクローズアップされております。一部
抜粋すると「一般刑法犯全体と比べて、高齢者では窃盗の割合が高く、特に女子では、約 9 割が窃盗であり、
しかも万引による者の割合が約 8 割と際立って高い。（中略）　少年に限ってみれば、25年は 6 年と比べ、万引
による少年の検挙人員が 4 割以上減少し、万引の検挙人員に占める少年の割合も半減していることからすれ
ば、万引防止に向けた官民一体となった取組は一定の成果を上げているものと思われる。他方、近年は、高齢
者の万引の検挙人員の増加が顕著であるところ、相応の人生経験や社会経験を有していながら高齢に至って初
めて犯行に及ぶ者も少なくなく、その動機や背景事情も様々であり、可塑性に富んだ少年とは異なる対策が必
要であり、万引事犯における高齢者問題への対策は、喫緊の課題ともなっている。」と提起されています。
　被害品の内容については、平成25年度の警視庁の万引き被疑者調査によると、高齢者万引の60.4％は食料品
となっており、結果として、同年の全国小売業万引被害実態調査においては、年間の総売上に対する不明ロス
率が、コンビニ（2.21%）、スーパー（0.88%）と高い値になっています。これらの業界においても EAS 機器
等の万引防止システムは、不明ロス削減効果を発揮し、徐々に普及が進んでいるものの、全体として導入率は
低いため、万引企図者にとって、犯行がしやすい環境が温存されている可能性が高いと思われます。
　経営者や店長が「この店が地域で愛されるために、地域のお客様から万引犯を出さないよう、みんなで協力
して取り組もう。そのために万引防止システムを積極的に活用しよう。」と率先垂範いただけるよう、各団体
や未導入企業に、効果的な運用事例やモデル店舗の紹介を行っていきたいと思います。
　現在、消費税増税やそれに伴う公共料金の値上げにより実質所得が落ち込み、個人消費の回復ペースは鈍化
しております。小売業界におきましては新規出店の減少が目立つようになっています。またセキュリティ機器
を輸入する商社にとっては円安という大きなハンディーを抱えた苦しいビジネスとなっております。しかしな
がら一方で、防犯業界は東京オリンピックに向けて、これからますます成長する分野だという強い期待感があ
ります。
　その期待感を多少なりとも具現化するために、協会としては市場拡大策の取組みを重視しております。一例
として、昨年 8 月に産業省経済産業政策局産業再生課の協力をいただき生産性向上設備投資促進税制に関する
セミナーを開催しました。その中で担当官より、「御協会が行っている万引防止機器ロス対策報告書は、申請

日本万引防止システム協会　会長　戸田　秀雄

あいさつ
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の際の効果データとして十分に活用できるはずです。」という示唆をいただきました。この情報は、各会員企
業を通じユーザー各位にもお伝えし、あたらたな防犯機器の導入の呼び水となった事例がありました。協会発
信の情報がビジネスチャンスを生んだケースと言えます。
　さらには恒例となった「15分間勉強会」や「業界で活躍する女性の紹介」も好評を得ており、今後も継続し
て参ります。加えて、昨年末に総務省が行った「ワイヤレス電力伝送システムに関する技術的条件に関するパ
ブリックコメント募集」に関して、 EAS 機器の正常な稼働を担保するために、 EAS 全方式の会員企業が一丸
となり、要望を提出したことも重要な協会活動として位置づけされるものです。
　お客様が求めている「安全・安心・快適な環境のお店を作ること」または「不明ロスを限りなく減少させる
こと」を達成するため、当協会は現在の犯罪情勢、犯罪特性にマッチした新しい万引防止システムやサービス
の開発、そしてその運用支援・サポートに力を注いでいかなければならないと思います。と同時に「ソースタ
ギング」のような社会的な仕組みを作り、お客様を側面支援していくことも大変重要な取り組みとなります。
　お客様のニーズに応えることこそ、結果的に万引に関する認知件数、検挙・補導件数を減らすことに繋がる
と確信しております。

　日本万引防止システム協会は、万引犯罪撲滅を目指す唯一のソリューション団体として、「万引犯罪をさせ
ない店舗作り」の推進を通じて、地域社会の安全・安心を向上させることこそ、「犯罪のない社会の実現」に
つながるとの信念の基、所轄官庁はじめ関連諸団体のご支援をいただきながら活動して参ります。引き続きご
支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

経済産業省　商務情報政策局　情報通信機器課

課長　三浦　章
たか

豪
とし

あいさつ

　平成27年となって一月が経ちました。
　現在、日本経済は、長く続いたデフレ経済からの脱却に向けて着実に前進しています。景気は緩やかな回復
基調にあり、賃上げ率は過去15年で最高水準を記録するなど、雇用や企業収益を中心に、経済の好循環が生ま
れ始めております。
　この好循環を拡大するためには、アベノミクス第3の矢「成長戦略」を推進していく必要があります。政府
と致しましても、我が国の立地競争力を高め、世界のヒト、モノ、カネを日本に惹きつけるため、成長志向の
法人税改革、エネルギーコスト対策等を推進することで、我が国の新たな成長基盤を構築してまいります。

　さて、我が国小売業の動向を見ますと、年間販売額は昭和33年の3.6兆円から平成25年には138.9兆円と約39
倍の規模にまで拡大しています。この急成長の背景には、昭和30年代後半より普及し、今ではあたりまえのよ
うになっているセルフサービス方式の導入があります。セルフサービス方式は、消費者の利便性の向上、業界
の発展に大いに貢献してきましたが、その一方で、万引犯罪の増加という大きな問題も生まれてきました。国
内における年間推定被害総額は4,615億円に上るとされており、万引による販売ロスの軽減は、小売事業者の
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健全な経営の確保という観点から重要な課題です。また、万引は、様々な犯罪行為への入り口になり得る社会
的な問題でもあります。最近では、青少年非行としての万引のみならず、高齢者による万引が増えているとの
報道を目にします。こうした人々が万引に手を染めるという状況を未然に防止するには、ハード面の対策であ
るＥＡＳ機器等の万引防止システムが有効であり、店舗防犯にとっても、なくてはならない存在になってきて
いるものと聞いております。
　さらに、万引犯罪の中では、組織的・計画的な集団窃盗あるいは大量万引等への対処も重要です。日本
チェーンドラッグストア協会や島根県ドラッグストア安全安心ネットワークにおいては、 I T 技術を活用した
被害情報の迅速な警察通報や、企業ぐるみ・地域ぐるみの情報共有などの取組を進めておられると伺ってお
り、こうした取組が更に広がっていくことを期待しております。
　また、最近では貴協会において、セキュリティタグを商品の製造や梱包の段階で商品に装着する「ソースタ
ギング」の普及に向けた取組も進んでいると伺っております。製配販事業者の協調体制の在り方、コスト分担
の仕組み、消費者理解の促進、警察当局との協力体制の構築など様々なハードルがあると思いますが、是非こ
のハードルを乗り越えて普及促進にご努力いただきたいと考えております。
　万引は、小売店や警察だけの問題では無く、地域や、社会全体に関わる問題でもあります。貴協会が中心と
なって、関係機関と連携の下、万引防止の取組が大きく広がっていくことを期待しております。

　日本万引防止システム協会（JEAS）は、2015年 3 月 3 日（火）～ 3 月

6 日（金）の 4 日間、東京ビックサイトで開催されるセキュリティ・安全

管理総合展「SECURITY SHOW2015」へブース出展（東 2 ・ 3 ホール

SS3616）します。

　今回は、日本万引防止システム協会活動の動画プレゼンと共に、「社会

総ぐるみで万引犯罪撲滅をめざそう」をコンセプトに、充実の万引対策の

豊富なアプリケーションのご紹介を行ないます。

　また、展示ブースに加え、セキュリティショーステージにて、平成27年

3 月 5 日（木）の12:40～13:10より、 EAS 機器や防犯カメラの導入に活用

できる、生産性向上設備投資促進税制をご紹介します。

タイトル：「生産性向上設備投資促進税制を活用したセキュリティシステ

ムの導入」

パネラー：講師：経済産業省経済産業政策局　産業再生課課長補佐　矢
や

口
ぐち

雅
まさ

麗
かず

様

　　　　　司会：当協会　三宅正光副会長

販促：開始前に、現在、総務委員会で制作中の協会説明ビデオ（ 5

分）を上映します。

キャッチコピー：EAS 機器や防犯カメラの導入に活用できる、生

産性向上設備投資促進税制をご紹介します。

説明：日本再興戦略の一環として、設備投資の促進を目的に 3 年に

わたり措置されている生産性向上設備投資促進税制について制度の SECURITY SHOW2013 ステージより
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概要をご紹介するとともに、 EAS 機器や防犯カメラ、解析システムなど、制度の対象となる防犯設備やソフ

トウェアについて経済産業省のご担当者からご説明します。

備考：なお、 NPO 法人全国万引犯罪防止機構では、 3 月 6 日（金）10:40～12:00に ‘ 防犯画像の取扱いに際し

てのセキュリティポリシー構築に向けて ’ でパネルディスカッションを行います。会場は東京ビックッサイト

会議棟 6 階　605＋606会議室です。

　皆様のご来場をお待ちしております。

日本万引防止システム協会　「15分勉強会」について

　日本万引防止システム協会では、定期的に開催される理事会において、会員各社より、協会員のさらなるレ

ベルアップのために、様々な情報をわかりやすく解説いただく勉強会を実施しております。

　最近、開催した内容は、以下の内容です。資料は協会ホームページにある会員のページにあります。

2014年 7 月 8 日（火）

　店長が学ぶ実践商品ロス対策　一社ロスプリベンション協会代表理事　中小企業診断士　秋元初心氏

2014年 9 月18日（木）

　EAS 機器の法的位置づけ　タカヤ株式会社　田丸典億氏　（技術委員会委員長）　

2014年11月20日（木）

　盗難保険・万引き危険担保特約に学ぶ　東京海上日動火災保険株式会社コマーシャル損害部　高塚広氏

各地の万引防止研修会での情報提供

　 7 月25日（金）福岡県万引防止連絡協議会主催の防犯責任者研修会（万引き対策）が博多サンヒルズホテル

「瑞雲の間」で開催され約70名の方々が参加されました。その中で JEAS 正会員企業の 3 社が自社紹介とカタ

ログ配布を行いました。

　 3 社は福岡県内に拠点があるので、さらに地元店舗の皆様をサ

ポートできればと思っております。

�＜ JEASより参加したメンバー＞　　（当日の発表順）

①松尾産業株式会社　営業課長　宇佐保宏氏

②株式会社キャトルプラン　福岡営業所 部長　神田義明氏

③高千穂交易株式会社　福岡営業所 所長　五十嵐典博氏

　JEAS としては、各地の研修会に参加させていただき、システムや運用面の情報提供に協力して参ります。
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第 3回 JEAS講習会

　平成26年10月23日（木）「第 3 回 JEAS 講習会」が行われ、会員

企業内外の若手社員やベテランが一同に会し万引防止システムの基

礎と業界の必要知識を学びました。今回は、実際のタグのサンプル

や実機を使ってのアラーム音量の確認など、より実践的な講義がな

されました。ベテランの参加者からも「知らいないことがたくさん

あって勉強になりました」と高評価をいただきました。

生産性向上設備投資促進税制に関するセミナー

　平成26年 8 月27日（水）高千穂交易㈱ 1 階セミナールームに

て、「生産性向上設備投資促進税制に関するセミナー」を開催致

し、30名近くの方にご参集いただきました。講師は経済産業省経

済産業政策局　産業再生課課長補佐　矢口雅麗氏が担当され、下

記の質問が飛びかう盛況なセミナーとなりました。

　矢口課長補佐からは、当協会が行っている「機器の効果数値や

運用調査の資料」（万引防止機器ロス対策報告書）は、申請の際

の基礎データとして十分に活用できるはずです、というアドバイスをいただきました。

＜主な質問内容＞

「この税制に関する小売業の利用度は何件くらいですか？」

「機器単体で対象だけでなく、システム全体として対象となりますか？」

「拠点単位ですか、それとも法人単位の申請なのですか？」

「どの小売業界が興味を持っているか？　すでに本セミナーを開催した小売業界は？」

「Ａ分類の場合、メーカー、ＳＩ er、販売代理店のいずれが申請したらよいか？」

「今後の本税制に関するセミナーの開催予定は？　当社からもお願いできますか？」

「申請後の経過報告の手順については？　その際、当初計画を下回った場合の報告は？」

「先々の保守契約費用も対象となりますか？」

業界で活躍する女性の紹介　シリーズ 2と 3

業界で活躍する女性の紹介（ 2）
安全産業セフトグループ　セフトＨＤ株式会社

警備保障　セフト株式会社
公安委員会認定 4 号　警備員指導教育責任者　資格者
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福岡支社　支社長　藤島　喜代子さん
経　　歴 　1988年 セフト株式会社入社、各地の商業施設で保安警

備の実務を磨く　　2013年 福岡支社長に就任

仕事内容 　保安警備による商品ロスの軽減です。万引の警備は主

に店舗内の犯罪防止を行います。店舗内の安全環境を確保し、商品ロ

スを軽減し、店内に買い物に訪れるお客様に快適な時間を提供するこ

とを業務としています。保安警備を通して犯罪抑止の社会環境作りに

協力しています。

仕事の大変さとやりがい 　最初の現場に合気道の達人でカッコい

い先輩がいらして、この人のような凛とした職業女性になりたいと思いました。実務面では、初代の福岡支社

長に「ネズミを捕らないネコは要らない」と絶えず仕事の工夫するよう指導を受けました。どの場所で着手す

るのか、また現認するのか、その際の視認場所の確保など、事前にシミュレーションをしておくことが確かな

成果につながります。そのように工夫と研鑽を重ねることで不明ロス削減に貢献できます。そのことが評価さ

れ、ユーザーから「今後も保安をお願いしたい」と言われることがやりがいです。

業界に対する未来への提言 　小売業の中には、「30万円を保安警備などの対策費に支払うなら、30万円分万

引されるほうが、面倒も無いし…」と言われる方もいます。そのような方には「万引を放置しておくことが、

多くの犯罪や事故を誘発する」ことを説明します。また、予算が限られているときは、保安員が入る曜日や時

間を不定期（ランダム警備）にすることで、万引者に保安員の不在を気づかれにくいよう配慮しています。そ

のように一歩先の対応をすることで、仕事の有用性を多くの方に実感してもらえると思います。それが万引防

止業界の発展になれば幸いです。

他の女性社員や若手社員 　新人の保安員は、万引者を捕捉することに躊躇しているケースがありますが、

それは間違いだと指導しています。「今、捕まえることで、相手は犯罪を繰り返さなくても済むのですから、

プロに徹しなさい！」と。結びになりますが、常に健康に留意しながら、次の時代の方々を育成できる良き先

輩になってほしいと思います。

業界で活躍する女性の紹介（ 3）
�

左が當間さん、右が（株）店舗プランニン
グ代表取締役社長の飛永泰男さん

株式会社店舗プランニング
営業企画室　當間　真由美さん
経　　歴 　2004年 株式会社店舗プランニング入社、営業アシスタ

ントや商品管理担当　　　2014年 営業企画室に配属

仕事内容 　現在は営業企画の仕事を担当しています。具体的には

展示会などのイベントやマスコミ対応、マーケティング、カタログや

新商品のセールスツールの制作を担当しています。商品管理に関して

は、営業アシスタント時代から現在まで担当しています。

　取材に関しては、最近、日本の T 選手が韓国で起こしたとされる

窃盗事件について、当社がそのカメラの輸入総代理店だった関係で、テレビ局 4 社より取材要請があり、同形

右が藤島さん、左がセフト HD（株）代表
取締役社長の山根久和さん
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カメラの性能説明や映像の映り方の再現実験に協力しました。

仕事の大変さとやりがい 　営業アシスタント、そして現在もそうですが、営業マンが新規受注を頂いたと

きは、いっしょになって喜びます。当社は女性も自立しており仕事を任せてもらえることも多いです。ある意

味それだけ信頼されているのと思うので、その信頼に応えるよう実績を残したいと考えています。

　正直なところ大変な時もありましたが、同期の女性と時に励ましあい、時に切磋琢磨してやってきました。

業界に対する未来への提言 　輸入商社には円安という大きなハンディーがあるものの、防犯カメラ業界は

東京オリンピックに向けて、これからますます成長する分野だと思います。市場は商業施設、商店街、学校、

マンション、オフィスビル、交通機関など多岐に渡っています。従来多かった製品売りから、ネットワークを

介したシステム提案が求められていますし、製品のモデルチェンジも早くなっています。

　お客様に適切な提案やフォローが出来るように、市場や商品についての知識を常に研鑽しておくことが大切

だと思います。

他の女性社員や若手社員 　少し難しい課題に積極的チャレンジすることが大切だと思います。壁に当たる

こともあると思いますが、そんな時こそ今までしっかりやってきた業務経験が生きるはずです。さらには日頃

から相談できる人間関係を築いておくことが必要だと思います。本気で仕事をすれば誰かがあなたを応援して

くれるはずです。

　万引防止システムの業界としては、主な事業の対象が小売業等の接客業であり、その小売業を取り巻く
地域社会であることを考えると、女性目線が強力な力を発揮する場面が多くあると考えることができま
す。その場面を顕在化しながら女性の社会進出の促進と協会の持続的な発展のため活躍する方々の紹介を
行っていきます。つきましては、万引対策等の防犯活動の現場または支援活動の中で活躍されている女性
を紹介いただきたく、お願い致します。

日本万引防止システム協会　総務委員会

【パブリシティ】
NPO法人　全国万引犯罪防止機構の新 3つの提言

　関連団体である特定非営利活動法人 全国万引犯罪防止機
構（略称：万防機構）
では、平成26年度臨時総会（ 1 月20日午後、四谷・主婦会
館）を開催し、増加する万引犯罪の防止のための喫緊の課題
である①「高齢者万引対策」、②「防犯画像の取扱い」（企業
の壁、地域の壁を越えた情報の共有化等）、③「集団窃盗等
の情報の取扱い」に関する建議・提言を決議しました。さら
に、 2 月18日（水）この新 3 つの提言に関するプレス発表を
同じく四谷・主婦会館にて行います。
　このような重要な社会的な活動を行っている万防機構を産
業団体である当協会も継続的支援したいと思います。（平成
27年 1 月28日の JEAS 理事会・会長談話より）

セキュリティ産業新聞 平成27年 1 月25日号より
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日本万引防止システム協会のご案内
　日本万引防止システム協会は、 EAS 機器等の万引防止システムを製造・販売する企業の業界団体であり、
流通業界の健全な経営、また青少年の非行防止という産業的・社会的役割を果たすべく、行政機関、関連業界
団体とともに連携をとり活動しています。

■目　的
　本会は、万引防止システムの産業的、社会的な役割を果たすために、万引防止システムの円滑な普及・発展
に資する制度・政策・計画等の建議と実行、行政機関・関連業界団体あるいは生活者等の間での認識向上、相
互の間の調整、万引防止システムに関する内外の情報収集と提供を行い、業界の健全な発展と安全で豊かな国
民生活に寄与することを目的とする。

■会員の種別
（ 1）正会員
　本会の目的に賛同して入会した次の企業および団体とする
　・万引防止システム製造ないし販売している企業および団体
　・今後、万引防止システムを販売ないし提供しようとする企業および団体
　・ 万引防止に関連するサービスを提供する業界（警備業等）や関連業界（防犯カメラ設備等）に属する企業など
　・万引防止システムを販売ないし提供する企業に対し商品や部品の供給事業を行う企業および団体
（ 2）賛助会員
　本会の事業を賛助するために入会した次の企業および団体とする
　・小売業に商品 供給しているメーカーおよび 物流企業
　・小売業にサービスを供給している企業および団体
（ 3）特別会員
　本会の目的に賛同し、協力をする団体会員

■会費（平成23年 6 月13日改訂）

会員ランク 年間売上金額 年会費

　正会員 1 40億円以上 300千円

　 2 20億円以上、40億円未満 250千円

　 3 10億円以上、20億円未満 200千円

　 4 5 億円以上、10億円未満 150千円

会員ランク 年間売上金額 年会費

　 5 3 億円以上、 5 億円未満 110千円

　 6 1 億円以上、 3 億円未満  95千円

　 7 1 億円未満  80千円

　賛助会員  30千円

基本は万引防止システム関連の年間売上金額に応じた年間会費となります。

　新規入会企業および団体を募っています。
◎万引防止システムを製造ないし販売している企業の皆様
◎万引防止対策を担当している警備業や防犯カメラ設備に属する企業の皆様
　入会に関するお問い合せは JEAS 会員企業または事務局までお願いします。



平成26年度　日本万引防止システム協会　役職一覧

理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

No 組　織 社名・団体名 役職名 氏名
1 会長 高千穂交易㈱ 代表取締役社長 戸田　秀雄
2 副会長 ㈱三宅 代表取締役社長 三宅　正光

3 副会長 ㈱チェックポイント
システムジャパン 代表取締役社長 松本　　剛※

4 政策・研究委員会 ACTUNI ㈱ 代表取締役社長 小原　史郎

5 政策・研究委員会 IDECシステムズ＆
コントロールズ㈱ 取締役　セキュリティ事業部部長 田和　久典

6 政策・研究委員会 スリーエムジャパン㈱ トラフィックセーフティ・セキュリティ
事業部　事業部長 飯田　裕一

7 政策・研究委員会 ㈱ジーネット セキュリティシステム部部長 那谷　幸平
8 政策・研究委員会 ㈱店舗プランニング 代表取締役 飛永　泰男
9 総務委員会 ㈱ S-Cube 顧問 福井　　昻
10 総務委員会 西武産業㈱ 取締役営業部長 樋口　優平
11 総務委員会 チェスコムアドバンス㈱ 常務取締役 内藤　正美

12 技術基準委員会 タカヤ㈱ 事業開発本部ＲＦ事業部
営業部ＳＳ担当マネージャー 田丸　典億

監
事

監　　事 松尾産業㈱ 顧問 伊藤　和賢
監　　事 ユニパルス㈱ 営業本部ロジスティックス営業部 喜多　慎一

平成26年 6 月 3 日現在

日本万引防止システム協会組織図

総務委員会
福井　昻（委員長）
内藤　正美　　 　
樋口　優平　　 　
會田　正和　　 　
田丸　典億　　 　
佐々木栄治　　 　

理　事　会

事務局
稲本　義範運営委員会

総　　会

会　長
戸田　秀雄

副会長
三宅　正光
松本　　剛※

政策・研究委員会
岡村　　勝（委員長）
田和　久典　　　 　
小原　史郎　　　 　
松崎　泰二　　　 　
那谷　幸平　　　 　
飛永　泰男　　　 　
佐久間　博之　　 　

技術基準委員会
田丸　典億（委員長）
瀬澤外茂幸　　　 　
多ケ谷高志　　　 　
辻　　　誠　　　 　

監　事
伊藤　和賢
喜多　慎一

平成27年 1 月28日現在

※	（株）チェックポイントシステムジャパン社に於かれましては、平成26年11月1日付けで代表取締役社長に金村真一氏が就任されました。
同年11月20日開催の当協会理事会にて、次回の通常総会（平成27年6月2日開催予定）の承認をもって、金村真一氏が副会長に就任するこ
とが内定しております。



日本万引防止システム協会　会報　第23号

発行日：平成 27年 2 月 20日
発行人：戸田　秀雄
発　行：日本万引防止システム協会　事務局
〒 160-0004　東京都新宿区四谷 1-2-8
TEL　03-3355-2322　FAX 03-3355-2344

http://www.jeas.gr.jp/

会 員 名 簿

以上27社

【正会員】
企業・団体名
アイアンドティテック㈱
IDECシステムズ＆コントロールズ㈱
ACTUNI㈱
㈱エイジス
㈱S-Cube
NECソリューションイノベータ㈱
エム・ケー・パビック㈱
㈱岡村製作所
㈱キャトルプラン
㈱コージン
コミー㈱
㈱ジーネット
シグマ㈱
スリーエムジャパン㈱

企業・団体名
西武産業㈱
セコム㈱
セフトＨＤ㈱
高千穂交易㈱
タカヤ㈱
チェスコムアドバンス㈱
㈱チェックポイントシステムジャパン
㈱店舗プランニング
㈱トスカバノック
松尾産業㈱
ユニチカ㈱
㈱三宅
ユニパルス㈱

50音順（平成26年 6 月 3 日現在）

【賛助会員】
企業・団体名
無し

【特別会員】
企業・団体名
公益社団法人日本防犯設備協会
一般社団法人日本自動認識システム協会
一般社団法人全国警備業協会
NPO法人　全国万引犯罪防止機構
タグ＆パック事務局


